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記：ケリー・マッカルスキー氏紹介状

拝啓　

初秋の候、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

今日、日本において英語教育の重要性は益々重要視されています。　特に、英語と全く異なる言語体系を持つ言語、例えば、日本語などを母国語とする学習者に教育するためには教員の言語的知識だけでなく、外国語として教授するための専門知識の豊富さと教育技術が必要とされます。　そこで貴校のAssociate Lecturer　にケリー・マッカルスキー氏をご紹介致します。

同氏は、平成13年10月より一年間、英国バーミンガム大学修士課程において応用言語学を修了されました。英語を母国語とする同氏は、応用言語学の観点からどのような教育を提供できるかを分析する研究に従事され、外国語として英語を習得しようとする学習者（私自身を含む）を励ましてくれました。またバーミンガム大学修士課程の教授が、討論の主題として提供してくださったテーマに関わる討論での同氏の発言は私達、学習仲間に多くの発見をもたらし、討論に発展性を持たせてくれました。

さらに、同氏はアメリカ英語のみならず、イギリス英語にも詳しく、会話の手段としてだけでなく、文化的、教育的および言語テストの手段など英語をさまざまな観点から把握されているため、教材発展や入試問題作成などにも大きく貢献されると思います。

また同氏は人望が厚く、その輪は私達、学生間のみならずバーミンガム大学の教授陣まで及んでいました。　バーミンガム大学の応用言語学及びTESL/TEFL大学院コースには、英国人を含む南米、韓国、ヨーロッパ、アジアなど10カ国以上より学生がおりました。様々な国より渡英した学友たちと交流をどのようにして図るについて戸惑っていた事を同氏は早々に把握しておられました。その私たちを導き、交流を深める機会を作ってくださったのは同氏の発案がきっかけとなりました。同氏は毎週学生間の学術的能力の発展及び、交流を深めるための授業外での会合を計画、実施を促されただけでなく、教授陣をまきこんでの討論の場の提供など、中心的な役割を担って下さったのです。

もしも日本で教鞭を執られる事になれば、学生達の英語教育に対する意欲と能力の向上に貢献されるだけでなく、英語教材の発展、教育内容の改善など、英語教育そのものの発展に力を尽くされることと思います。マッカールスキー氏の意欲と熱意をどうぞお引き立てくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。　

　まずは、書面をもってご紹介まで。
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